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   開     議 

 

 

○鈴木富美子議長 おはようございます。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の会議に欠席の通告議員は、11番、浅野

敏明議員の１名であります。 

 よって、ただいまの出席議員は定足数に達し

ております。 

 本日の会議は、配付しております議事日程第

４号をもって進めます。 

 

 

 日程第１ 市政一般に関する質問 

 

 

○鈴木富美子議長 日程第１、市政一般に関する

質問を昨日に引き続き行います。 

 それでは、順次、ご指名いたします。 

 

 

 鈴木悟司議員の質問 

 

 

○鈴木富美子議長 順位11番、議席番号５番、鈴

木悟司議員。 

  （５番鈴木悟司議員登壇） 

○５番 鈴木悟司議員 おはようございます。清

和長井の鈴木悟司です。３月定例会の一般質問

をさせていただきます。 

 国の農業政策の中長期的な方針を定める基本

計画には、今後５年間で進める施策や目標が盛

り込まれています。目標はこれまで食料自給率

だけだったのですが、次期基本計画については、

昨年の食料・農業・農村基本法改正で、食料安

全保障の確保に関する他の目標も定めることに

なりました。次期基本計画には、農地面積の確

保や農林水産物、食品の輸出額など、複数の目

標や指標を設けているようです。ですが、農業

者に関するものは持続可能な農業者人口の構成

を目指すという目標と、農業分野での生産年齢

人口に占める若年層の割合、地域の方針策定に

参加する女性農業者の割合という２つの指標だ

けです。将来どの程度の農業者を確保するかに

ついての目標がないのです。農林水産省は、農

業者の確保は極めて重要な課題とする一方で、

農業者の減少は農業機械の導入など、生産性の

向上で一定に穴埋めができるとも指摘していま

す。現時点では農業者の確保の目標の設定は検

討していないということです。 

 2024年の基幹的農業従事者は約111万人と、

ここ20年で半減しています。減少が急速に進む

中、目標達成が容易でないことも、確保目標を

見送る背景にあるようです。ですが、農業生産

を支える農業者の確保は、人手に頼る農作業は

依然多く、農業者が減れば生産が縮小するのは

避けられない状況ではないでしょうか。令和６

年産の米の価格が高騰しており、政府は21万ト

ンの備蓄米を放出すると発表しました。現在、

令和７年産米の生産数量の調整が生産の目安と

いう言葉で、米の生産農家に下りてきています。

自分の農地の54％しか作付できない現実があり

ます。今後の農政の抜本的改革が必要だと思っ

ております。 

 それでは、最初の質問になります。長井市農

地賃借料情報が農業委員会より公表されており

ます。あくまでも令和５年１月から令和５年12

月までに締結された賃貸借における賃借料水準

ということですが、置賜地区の賃借料と比べる

と高いのではないかと、担い手の方々から言わ

れております。参考賃借料として情報提供され

ているものと考えておりますが、各市町の賃借

料を比べて、最高額や最低額は様々ですが、長

井市の平均額が高い水準に置かれているように


